
●

日
本
に
お
け
る
地
方
分
権

　
ー
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
－

（115）　日本における地方分権

　
　
　
一
　
序
論

　
連
邦
国
家
h
＆
o
邑
ω
葦
①
と
単
一
国
家
冒
言
｛
ω
冨
箒
を
分

類
す
る
基
準
は
三
つ
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
基
準
は
、
中
央
政
府
と

地
方
政
府
と
い
う
二
つ
の
レ
ペ
ル
の
政
府
の
間
で
、
立
法
権
の
分

割
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
か
否
か

で
あ
る
。
二
番
目
の
基
準
は
、
前
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
政

府
は
、
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
、
最
高
決
定
機
関
で
あ
る

か
否
か
で
あ
り
、
三
番
目
の
基
準
と
し
て
、
二
つ
の
レ
ペ
ル
の
政

府
は
優
劣
関
係
に
な
く
、
互
い
に
対
等
8
o
a
ぎ
算
Φ
で
あ
る
か

否
か
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
記
の
三
つ
の
基
準
へ
の
答
え
が
肯
定
で

あ
る
場
合
が
連
邦
国
家
で
あ
り
、
否
定
で
あ
る
場
合
が
単
一
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
　
崎
　
　
美
紀
子

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
す
ぺ
て
の
分
野
に
お
い
て
立
法
権
を
も

つ
中
央
政
府
の
存
在
が
、
単
一
国
家
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
が
既
存
の

構
造
と
し
て
顕
著
な
形
で
実
在
す
る
が
、
そ
れ
で
は
単
一
国
家
に

お
い
て
は
、
地
方
分
権
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ξ
言
う

と
、
一
概
に
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
単
一
国
家
に
お
い
て
も
、
地

方
分
権
は
、
連
邦
国
家
と
は
ま
た
異
な
る
形
で
存
在
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
ま
ず
分
権
ま
o
彗
q
筆
・
き
昌
の
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
次
に
単
一
国
家
で
あ
る
日
本
に
お
け
る
地
方
分
権
の
形

式
と
実
態
を
、
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
分
析
し
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
本
論
に
入
る
前
に
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
点
が
二
点
あ
る
。
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一橋論叢 第98巻 第1号（116）

図1　本稿の枠組

一構造面の分析

←機能面の分析

第
一
点
は
分
析
枠
組
に
つ
い
て
で
あ
る
。
分

権
モ
デ
ル
自
体
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
詳
細

に
議
論
す
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
に
依
拠
し
た

分
析
枠
組
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
用
す
る
こ
と
を
ま
ず
明
記
し
て
お
き

た
い
。
一
つ
は
、
制
度
、
機
構
を
印
心
と
し

た
構
造
面
の
分
析
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、

よ
り
動
的
な
現
実
の
動
き
に
焦
点
を
す
え
、

と
く
に
日
本
の
行
政
の
特
徴
で
あ
る
タ
テ
割

り
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
機
能
面

の
分
析
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
事
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
央

政
府
と
地
方
政
府
は
、
連
邦
国
家
に
お
い
て

は
明
白
に
連
邦
政
府
と
連
邦
構
成
政
府
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
が
、

単
一
国
家
に
お
い
て
は
、
ど
の
政
府
を
も
っ
て
地
方
政
府
と
す
る

か
の
問
題
が
生
じ
よ
う
。
行
政
的
に
言
え
ぱ
、
一
般
に
、
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

国
に
は
、
目
き
o
量
r
冨
o
司
一
〇
墨
r
昌
冒
巨
逼
一
の
三
つ
の
レ
ベ
ル

の
執
行
機
関
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
連
邦
国
家
と
の
暗
黙
の

比
較
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
の
場
合
は
都
遣
府
県
を
「
地

方
政
府
」
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
四
十
七
都
遣

府
県
す
ぺ
て
と
中
央
政
府
の
関
係
を
み
て
い
く
の
で
は
な
く
、
沖

縄
県
と
中
央
の
関
係
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
四
十

七
都
遣
府
県
の
中
か
ら
と
く
に
沖
縄
県
を
選
ん
だ
最
も
大
き
な
理

由
は
、
沖
縄
開
発
庁
の
存
在
に
あ
る
。
中
央
政
府
が
一
つ
の
県
に

対
し
、
あ
え
て
開
発
庁
と
い
う
独
自
の
国
の
組
織
を
も
つ
と
こ
ろ

に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
単
一
国
家
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の

間
の
統
治
．
行
政
の
分
権
化
の
事
例
と
し
て
、
沖
縄
を
選
ぶ
妥
当

性
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
開
発
庁
は
、
沖
縄
の
他
に
北
海
遭

開
発
庁
が
あ
る
が
、
北
海
遭
で
は
な
く
沖
縄
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て
、
沖
縄
は
歴
史
的
に
特
殊
で
あ
り
、
そ
の
日
本
復
帰
は
一
九
七

二
年
で
、
戦
後
日
本
の
地
方
自
治
体
と
し
て
最
も
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
一
九
七
二
年
以
降
、

国
や
地
方
の
機
関
づ
く
り
の
際
、
従
来
の
組
織
の
欠
点
を
な
る
べ

く
修
正
す
る
形
で
、
ま
た
時
代
的
に
は
地
方
に
重
点
を
お
き
な
が

ら
、
国
と
し
て
振
興
開
発
に
カ
を
入
れ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
中
で
は
、
沖
縄

開
発
庁
と
北
海
遣
開
発
庁
の
簡
単
な
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
沖

縄
を
一
つ
の
事
例
と
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
将
来
的
に
は
よ

り
マ
ク
ロ
な
形
で
の
日
本
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
関
係
の
分
析
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（117）　目本における地方分権

を
す
す
め
た
い

の
で
あ
る
。

二

。
図
ユ
は
、

本
稿
の
枠
組
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も

理
論
と
方
法
論

－
分
権
モ
デ
ル
の
構
築
1

二
・
一
　
分
権
の
概
念

　
地
方
分
権
ま
8
鼻
冨
＝
§
ぎ
目
は
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に

も
、
し
ば
し
ぱ
中
央
集
権
o
彗
耳
き
§
ぎ
目
と
結
ぴ
つ
け
て
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
び
つ
き
方
は
、
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
的
な
も

の
で
、
中
央
集
権
は
強
い
中
央
政
府
と
弱
い
地
方
政
府
を
、
地
方

分
権
は
強
い
地
方
政
府
と
弱
い
中
央
政
府
を
前
提
と
す
る
傾
向
に

あ
る
。
別
の
言
葉
で
表
現
す
る
な
ら
ぱ
、
地
方
分
権
と
中
央
分
権

は
、
互
い
に
他
方
の
損
失
の
も
と
に
自
分
の
獲
得
を
増
や
す
関
係

に
あ
る
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
と
中
央
集
権
を
ゼ
ロ
サ
ム
的
対
立

概
念
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
最
も
大
き
な
理
由
は
、
分
権
の
も
つ
二
つ
の
異
な
る
概
念
レ
ペ

ル
を
考
え
る
と
、
分
権
は
集
権
と
必
ず
し
も
ペ
ア
を
組
ま
な
く
と

も
、
そ
れ
自
体
、
一
つ
の
独
立
概
念
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
分
権
に
は
（
一
）
行
政
、
経
営
の
技
術
と
し
て
の
分

権
と
、
（
二
）
政
治
理
念
と
し
て
の
分
権
が
あ
り
、
（
一
）
は
、
中

央
政
府
に
よ
る
行
政
効
率
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
性
増
大
の

追
求
（
中
央
か
ら
の
分
権
）
に
結
ぴ
つ
き
、
（
二
）
は
、
地
方
自

治
ω
警
－
Ω
o
き
冒
昌
昌
叶
（
地
方
か
ら
の
分
権
）
に
結
び
つ
く
。

（
一
）
と
（
二
）
は
、
概
念
的
に
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。

ニ
ニ
一
単
一
国
家
に
お
け
る
分
権

　
単
一
国
家
で
は
、
連
邦
国
家
の
よ
う
に
中
央
政
府
と
地
方
政
府

の
間
で
憲
法
に
よ
り
保
証
さ
れ
た
立
法
権
の
分
割
は
行
わ
れ
な
い

が
、
中
央
政
府
に
よ
る
地
方
政
府
へ
の
権
限
委
譲
は
行
わ
れ
て
い

る
。
イ
ボ
・
デ
ュ
シ
ャ
セ
ヅ
ク
は
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
、
単
一
、

国
家
を
「
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
へ
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
権
威

　
　
　
　
？
〕

の
分
配
の
制
度
」
を
と
る
国
家
と
定
義
し
た
上
で
、
単
一
国
家
を

次
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。

　
①
地
方
政
府
を
率
い
る
機
関
や
人
員
は
、
中
央
政
府
か
ら
任
命

　
　
さ
れ
、
地
方
の
問
題
は
中
央
で
処
理
さ
れ
る
。
地
方
に
は
自

　
　
治
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

　
　
　
　
例
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

　
②
地
方
政
府
の
長
や
官
僚
は
、
中
央
当
局
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。

　
　
こ
の
任
命
は
、
候
補
者
の
数
が
一
人
で
あ
り
、
事
実
上
選
択

　
　
の
余
地
の
な
い
形
ば
か
り
の
「
選
挙
」
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
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一橘諭叢 第98巻 第1号（ユ18）

表1分権decontra工izatlonのモデル

divisi㎝of　power delegation　of　power

前　提
＿つの異なるbu祀auc閉cyの存在

同一のb皿舶ucracyに属する本部と支部

財　政
原則としててれぞれ自圭財政

支部は本部へ財政依存
iつの組織の関係 原則として優劣関係にない 支部は本部への従屈関係にある

長の選出 選　　挙 任　　命
地方レベルの組織の裁握1権の程度

ある程度大きい きわめて小さい

組織の性格 一　般　的 専　門　的
存在の支配的価イ直

自　　　治 効　　　率
d巴centra・liZatiOnのタイプ

te肛itoriaI　decentra・liZatiOn f㎜ctioml　decentra・liZatiOn

命令系統
塞
塞

中央レペル地方レペル c
一

中央レペル地方レベル

る
o

　
　
　
例
共
産
主
義
諸
国

⑧
　
地
方
政
府
は
、
申
央
当
局
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
長
と
、
地

　
方
で
選
出
さ
れ
た
評
議
員
の
双
方
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
。
前

　
者
は
中
央
当
局
に
、
後
者
は
地
方
の
選
挙
民
に
責
任
を
負
う
。

　
　
　
例
　
フ
ラ
ン
ス

　
④
中
央
当
局
は
地
方
自
治
を
認
め
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
あ
ら
ゆ

　
　
る
形
の
任
命
を
排
し
、
選
挙
に
よ
る
選
出
を
重
視
す
る
。

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

　
　
　
　
例
　
日
本

　
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
扱
う
日
本
は
、
地
方
政
府
担
当
者
の
選

出
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
最
も
自
治
が
す
す
ん
で
い
る
生
言

え
よ
う
。
他
方
、
前
述
の
よ
う
に
、
分
権
に
は
、
地
方
自
治
と
結

ぴ
つ
く
政
治
理
念
と
し
て
の
分
権
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
の
技
術

と
し
て
の
分
権
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
政
府
へ
の
任
命
を
排

す
る
こ
と
と
、
中
央
当
局
が
独
自
の
組
織
を
地
方
レ
ペ
ル
に
つ
く

る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
別
の
問
題
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
分
権
モ
デ
ル
の
構
築
を
試
み
よ
う
。

二
・
三
　
分
権
モ
デ
ル
の
構
築

　
ま
ず
、
前
述
の
分
権
の
概
念
的
に
異
な
る
二
つ
の
レ
ペ
ル
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
命
名
し
よ
う
。

　
①
昌
く
邑
冒
良
唱
ミ
串
（
ω
簑
－
O
O
き
；
昌
①
鼻
）

　
　
政
治
理
念
と
し
て
の
分
権

　
②
象
一
晶
黒
一
8
艮
毛
ミ
雪
（
ま
O
畠
8
鼻
墨
匡
昌
）

　
　
組
織
、
経
営
の
技
術
と
し
て
の
分
権

　
次
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
表
1
に
ま
と
め

た
。
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●

（119）　目本における地方分権

　
こ
の
分
権
モ
デ
ル
は
、
と
く
に
単
一
国
家
に
お
け
る
分
権
を
分

析
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
政

治
的
分
権
o
o
＝
ま
巴
ま
8
鼻
邑
ド
ρ
ま
■
、
行
政
的
分
権
邑
邑
－

巨
g
『
隻
き
ま
8
鼻
冨
＝
・
峯
昌
行
政
権
委
譲
ま
8
g
昌
弐
彗
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

の
三
つ
の
型
に
分
類
す
る
分
権
モ
デ
ル
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

政
治
的
分
権
は
、
厳
密
な
意
味
で
、
連
邦
国
家
以
外
に
適
用
で
き

な
い
こ
と
、
ま
た
単
一
国
家
内
の
分
権
が
、
必
ず
し
も
行
政
的
分

権
と
行
政
権
委
譲
の
■
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
き
れ
な
い
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
、
あ
え
て
単
一
国
家
に
お
け
る
分
権
を
分
析
す

る
た
め
に
、
昌
＜
ζ
o
目
o
申
喝
ξ
睾
と
ま
一
晶
凹
9
o
■
艮
勺
o
薫
彗
の

二
つ
の
サ
プ
モ
デ
ル
に
分
類
す
る
分
権
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

　
こ
こ
で
こ
の
二
つ
の
サ
プ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
義

を
行
っ
て
お
き
た
い
。
　
2
く
邑
昌
o
｛
勺
o
ミ
弩
は
、
二
つ
の
異
な

る
巨
冨
彗
o
；
2
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
σ
冒
竃
昌
冨
ξ

の
本
質
の
一
つ
で
あ
る
組
織
内
部
の
凝
集
性
、
組
織
外
都
へ
の
排

他
性
か
ら
考
え
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
組
織
は
、
相

互
に
高
い
独
立
性
を
保
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
財

政
面
お
よ
ぴ
長
の
選
出
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
中
央
政
府
と
地

方
政
府
の
よ
う
に
、
組
織
的
に
タ
テ
に
つ
な
が
り
に
く
い
詩
冒
一
－

8
『
邑
o
8
昌
茸
筈
墨
匡
o
目
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
2
＜
邑
g
o
｝
o
o
毒
『
は
、
本
質
的
に
異
な
る
二
つ
の
組
織

の
間
で
行
わ
れ
る
一
般
的
政
府
機
能
の
役
割
分
撞
（
統
治
の
分

権
）
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
よ
う
。
他
方
宗
一
晶
註
冒
o
－
o
o
毒
『

は
、
同
一
の
巨
・
窒
g
昌
｛
に
属
す
る
本
庁
と
支
局
が
前
提
で

あ
り
、
支
局
は
完
全
に
本
庁
の
創
造
物
で
あ
る
点
か
ら
、
こ
の
二

つ
の
組
織
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
優
劣
関
係
に
あ
る
。
地
理
的
に

み
る
と
、
中
央
（
本
庁
）
と
地
方
（
支
局
）
に
位
置
す
る
が
、

思
昌
ぎ
ま
一
ま
8
鼻
邑
一
墨
広
昌
で
は
な
く
、
行
政
的
に
タ
テ
に

つ
な
が
る
旨
篶
饒
o
目
巴
3
8
鼻
轟
＝
N
葭
9
o
目
と
呼
べ
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
宗
一
〇
〇
目
掌
一
昌
O
｛
唱
ミ
害
は
、
同
じ
σ
膏
雷
9
量
｛

に
属
す
る
二
つ
の
組
織
の
間
で
行
わ
れ
る
専
門
的
政
府
機
能
の
役

割
分
担
（
行
政
の
分
権
）
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
単
一
国
家
に
お
け
る
分
権
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、

中
央
と
沖
縄
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
分
権
の
実
態
の
分
析
を
行
い

た
い
。

三
　
分
析

三
・
一
　
沖
縄
開
発
庁
設
置
の
背
景

　
序
論
で
も
述
ぺ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
中
央
と
地

方
の
間
で
の
統
治
、
行
攻
の
分
権
化
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
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S453／31

455／1

459／1
4511／20

463／23

465／20

469／3

4ア5／15

　　　　　図2　沖細開発庁設置の背景

閣議決定

　沖縄復帰対策の基本方針
沖縄・地方対策庁の設置

　3／31の閣議決定に基づき，各省庁の調整をはかりながら，沖縄にお

　ける国の行政機関のあり方を含む，全般的復帰対策の策定を擢進す
　る。

沖縄に設置する国の総合出先機関の構想をまとめる。

第1次沖縄復帰対策要綱の閣議決定

　琉球政府公務員の身分引継ぎについての基本方針
第2次沖細復帰対策要綱の閣議決定

　沖縄振興開発金融公庫の設置
沖縄開発庁の設置についての了解（佐藤首相）

第3次沖縄復帰対策要綱の閣議決定

　沖縄開発庁およぴ総合事務局の設置

　　　　　　　　　　　↓
　　第68回国会において，沖縄開発庁設置法可決成立（法律第29号）
沖縄返還

　沖縄開発の正式発足

各所実　をれの開　三にしる計日合
省管施沖簡る設発都・まてこ画本衆昭
所での縄単。置庁遭二と設とのは国和
管あ権開に実’の府　め置を実’の四
にる限発行際運他県沖たし＾主施沖施十
な。は庁つの営に単縄もた三なに縄政七
る北持もて分に北位開の。任関の権年
直海つ北お析つ海の発で図務す振下五
轄道て海きにい遣地庁あ2とる興に月
公開い道た入て開域とるはし事開あ十
共発な開いるは発を北　　’た務発つ五
事局い発。前’庁対海　沖沖ののた日
蓋‘ミ只デ茱窒董轟鶴欝馨蓑魏哀
馨鶯碧1竈㍊㍊浮浮斧襲器案竺
執水権も）一考’国の　設をと合ニヒ十
行産隈に　つえこの比　置’’的復六
機’は企　の方の開較　の総そな帰年
関運’画　開の二発　　背理の計が余
で輪関官　発相つ庁　　景府推画実’
あ’係庁　庁違のは　　をの進を現ア
り建各で　のが開’　　時外に作しメ
’設省あ　比見発沖　　系局当成たリ
沖ののり　較ら庁縄　　列とたし。力

お在沖
き

た
し、

が縄
あ

る

で

を

事
例
と

し

て

選

沖ん
縄だ
開理
発由
庁の
…几
貢又　一

置つ
の　に
背　’

景沖
を縄
簡開
単発
に　庁

み　の

て存
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縄
総
合
事
務
局
は
、
国
の
管
区
段
階
の
地
方
支
分
都
局
の
機
能
を

集
約
し
た
国
の
総
合
出
先
機
関
で
あ
る
。

　
地
方
政
府
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
沖
縄
開
発
庁
、

北
海
道
開
発
庁
の
間
に
は
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
が
存
在
す

bureaucracy 

decision-making 
polver 

inf！uence

（121）　日本における地方分権

表2沖縄開発庁と北海道開発庁の比較

沖　縄　開　発　庁 北　海　遣　開　発　庁

設置の年 昭　和　42　年 昭　和　25　年

法的根拠 沖縄開発庁設置法 北海遺開発法

設置の理由

沖縄復帰という特殊な事遊に対処し、県民福祉の向上に資するため、沖縄における経済の振興と社会の開発を図る。 戦後における国民経済の復興と、人口間題の解決に嵜与するため、北海逆の未開発資源の総合的開発を図る。

所掌事務

沖縄の振興關発のための総含的な計画を作成し、計画の実施に関する事務の総合調整と推進にあたる1沖縄開発庁設置法第4条〕 北海道総合開発計画について、調査、立案し、これに基づいて事薬実施に関する事務の調整撲進にあたる。（北海道關発法第5条〕

関係各省庁
犬蔵省、農林水産省、通商産業省、運翰省、建設省

農
林
水
産
省
、
運
輸
省
、
建
設
省

現在実施の計画 沖縄振興開発蕎十画 新北海遭総合開発計画

地方支分部局 沖縄総含事務所 北海遺開発局

　
　
　
r

　
　
　
o

　
　
　
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n

　
　
◎
W
　
　
　
④
9
e

　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
A

　
　
　
G

る
。
す
な
わ
ち
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
沖
縄
県

知
事
は
原
案
作
成
権
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
北
海
遣
知
事
は
、
新

北
海
遣
総
合
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
権
限
を
持
た
な

い
。
地
方
政
府
と
中
央
政
府
の
関
係
は
、
と
く
に
北
海
道
と
沖
縄

の
場
合
、
そ
の
地
理
的
、
歴
史
的
背
景
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
と
北
海
遣
の
違
い
も
、
単
一
国
家
ゆ
え
に
、

比
較
的
一
枚
岩
的
に
考
え
ら
れ
や
す
い
日
本
の
地
方
自
治
に
、
新

た
な
視
座
を
提
供
す
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

三
・
三
　
モ
デ
ル
分
析

　
分
権
モ
デ
ル
に
も
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
1
に
示
し
た
よ
う

に
、
分
権
モ
デ
ル
は
、
2
く
邑
昌
o
申
、
o
書
『
と
宗
一
①
o
目
婁
g
o
｝

o
o
ξ
宵
の
二
つ
の
サ
プ
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
．
、
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図3中央政府と沖縄県の
間の分権（構造面）

中央政府

沖縄県

分
権
モ
デ
ル
の
核
と
な
ウ
て
い
る
の
は
、
組
織
と
命
令
系
統
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
組
織
と
命
令
系
統
に
関
し
て
実
際
の
分
析
に
使
う

五
つ
の
要
素
を
、
図
式
化
し
て
お
こ
う
。
（
二
二
頁
下
段
）

　
こ
れ
ら
五
つ
の
要
素
を
使
っ
て
、
（
一
）
中
央
政
府
と
地
方
政

府
（
沖
縄
県
）
、
（
二
）
沖
縄
開
発
庁
と
沖
縄
総
合
事
務
周
、
（
三
）

中
央
官
庁
（
沖
縄
開
発
庁
以
外
）
と
そ
の
出
先
機
関
の
三
つ
の
ケ

ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
構
造
面
と
機
能
面
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
（
一
）
中
央
政
府
と
地
方
政
府
（
沖
縄
県
）
の
場
合

　
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
間
の
分
権
を
分
析
す
る
場
合
は
、
二

つ
の
異
な
る
σ
胃
墨
g
冨
ξ
の
存
在
か
ら
、
昌
＜
邑
昌
o
－
毛
ξ
g

の
モ
デ
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　
中
央
政
府
と
沖
縄
県
の
間
の
分
権
化
を
、
構
造
面
か
ら
分
析
す

る
と
図
3
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
図
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
と
沖
縄
県
は
独
自
の

σ
胃
雷
g
量
2
を
持
ち
、
そ
の
内
部
に
そ
れ
ぞ
れ
◎
と
④
が
存
在

す
る
。
ま
o
ζ
g
き
葭
Σ
目
o
q
唱
ξ
害
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
g
篶
彗
－

○
量
2
の
内
都
で
、
◎
↓
④
と
行
使
さ
れ
、
σ
弓
竃
暮
轟
ξ
を
越

え
て
行
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
3
旨
竃
8
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
σ
昌
竃
昌
墨
｛
の
中
で
④
↓
◎
と
働
く
の
に
加
え
、

◎
↓
◎
も
沖
縄
県
の
事
例
に
お
い
て
は
存
在
す
る
。
④
↓
◎
の
例

と
し
て
、
政
策
策
定
に
お
け
る
現
場
の
調
査
、
意
見
の
反
映
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
◎
↓
◎
の
例
と
し
て
は
、
沖
縄
振
興
開
発
計
画
へ

の
沖
縄
県
知
事
の
原
案
作
成
権
が
あ
る
。
．

　
地
方
自
治
体
が
、
独
立
し
た
地
方
政
府
と
し
て
存
在
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
廠

の
委
　
　
撒
　
線

　
県
関
　
　
　
　
中
　
　
　
　
沖

　
縄
機

　
沖
一

図4　中央政府と

間の分椀（機能面
任事務）

1朋
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（123）　日本における地方分権

は
、
以
上
の
よ
う
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
特
殊

な
機
関
委
任
事
務
を
考
え
る
と
、
図
4
の
よ
う
に
図
3
と
は
異
な

る
モ
デ
ル
化
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
構
造
上
は
二
つ
の
巨
冨
－

彗
o
轟
ξ
が
存
在
す
る
も
の
の
、
機
能
と
し
て
は
、
地
方
の
◎
に

あ
た
る
県
知
事
は
、
機
関
委
任
事
務
の
場
合
、
中
央
の
◎
の
命
令

系
統
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
。
ま
た
実
態
と
し
て
、
地
方
の
④
は
中

央
の
◎
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
図
4
に
表
わ

さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
命
令
の
一
方
通
行
が

特
徴
で
、
巨
害
昌
8
の
行
使
は
み
ら
れ
な
い
。

　
（
二
）
沖
縄
開
発
庁
と
沖
縄
総
合
事
務
局
の
場
合

　
沖
縄
開
発
庁
と
沖
縄
総
合
事
務
局
の
間
の
分
権
を
分
析
す
る
場

図5　沖縄開発庁と沖縄総合事
務局の間の分権（構造繭）

沖縄開発庁

沖縄総合事務局

図6　沖縄開発庁，沖縄総合事務局，
関係各省等の間の分権（機能面）

　　◎　　！クヘ　’’’、、　’’’、、　1’■！、＼／／！1＼◎1宙由もも・1■lll

④④④④④④

④

合
は
、
同
一
の
σ
膏
o
彗
o
墨
｛
に
属
す
る
二
つ
の
組
織
（
本
庁

と
そ
の
出
先
機
関
）
の
存
在
か
ら
、
ま
一
①
o
q
き
昌
o
｛
o
o
奏
宵
の
モ

デ
ル
が
適
用
さ
れ
よ
う
。
図
5
は
、
構
造
面
か
ら
分
析
し
た
沖
縄

開
発
庁
と
沖
縄
総
合
事
務
局
の
間
の
分
権
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。　

沖
縄
開
発
庁
は
⑥
と
し
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
④
と
し
て
、

役
割
分
担
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
ま
o
邑
昌
．
昌
芽
ヲ
o
q
勺
o
姜
『

は
、
開
発
庁
か
ら
総
合
事
務
局
に
行
使
さ
れ
、
総
合
事
務
局
は
開

発
庁
へ
の
ヨ
旨
彗
8
を
も
つ
。
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図7沖縄開発庁，沖縄総合泰務局，関
係各省等の閥の分権（組織名）

沖縄開発庁
＝’．．．．一．

　lllli一，i，建運適農大総設輸産水蔵理省省省省省府　　1　，

開
発
建
設
部

運
輸
部

遜
商
産
業
部

農
林
水
産
部

財
務
都

総
務
部

沖縄総含事務局

　
次
に
、
開
発
庁
と
総
合
事
務
局
の
関
係
を
、
他
の
印
央
官
庁
を

考
慮
に
入
れ
て
考
え
て
み
よ
う
。
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
国
の
総

合
出
先
機
関
の
構
想
に
基
づ
き
、
沖
縄
開
発
庁
の
地
方
支
分
部
局

と
し
て
那
覇
市
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
構
造
上
は

前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
機
能
上
は
、
関
係
各
省
等
の
管
区
機

関
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
当
該
事
務
の
実
施
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
務
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
と
い
う
特

徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
図
式
化
す
る
と
図
6
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
を
、
現
実
の
組
織
名
で
表
わ
す
と
、
図
7
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
三
）
中
央
官
庁
（
沖
縄
開
発
庁
以
外
）
と
そ
の
出
先
機
関
の

場
合

　
図
6
お
よ
ぴ
図
7
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、

構
造
上
は
、
沖
縄
開
発
庁
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
機
能
上
は
、
大

蔵
、
農
水
、
通
産
、
運
輸
、
建
設
各
省
そ
れ
ぞ
れ
の
出
先
の
役
割

も
果
た
し
て
る
。
他
方
、
沖
縄
県
に
は
、
上
記
以
外
に
も
、
国
の

出
先
機
関
が
存
在
す
る
。
表
3
は
、
総
合
事
務
局
以
外
の
、
国
の

出
先
機
関
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
表
3
の
そ
れ
ぞ
れ
出
先
機
関
と
そ
の
本
庁
と
の
関
係
は
、
構
造

面
に
お
い
て
も
機
能
面
に
お
い
て
も
、
o
暑
o
q
き
昌
艮
勺
o
毒
・

モ
デ
ル
で
説
明
が
で
き
る
典
型
で
あ
る
。
（
図
8
参
照
）

　
な
ぜ
沖
縄
に
は
、
総
合
事
務
局
と
そ
れ
以
外
の
出
先
と
い
う
二

図8本庁とその出先機
関の間の分権

本庁

出先
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表3沖細県内の国の出先機関

係
所
室
所
所
所
署
係
所
所
所
係
所
係
部
所
部
部
部
部
所
部
都
都
都
室
ω
談
剃
馴
等
所
部
部
校
校
都
一
所
庫
店
店
店

関
溝
務
支
務
関
総
支
支
判
賛
篶
簑
談
㌃
蝸
淳
縞
帥
絨
み
支
濃

紬
紬
篶
漱
一
繍
篶
繍
燃
一
一
一

農
熱
束
那
肋
沖
沖
通
那
工
榔
建
国
鐵
福
那
那
那
那
那
那
那
那
那
那
各
行
税
テ
テ
公
日
宇
朋
抑
沖
国
沖
糖
沖
日
鯉
商

所
所
所
所
局
係
部
庁
部
部
部
部
局
局
局
局
局
所
所
院
固
所
所
室
局
局
係
関
所
署
署
署
署
署
磐
所
係
学
院
家
係
所
院
圃
圃
院
室
所
所

菱
定
撒
肘
寮
簿
篶
簑
支
学
察
別
瓢
査
税
務
菱
　
輔
大
榊
一
病
器
総
輔

然
紙
織
一
一
一
締
篶
仙
柵
一
一
一
燃

沖
名
宮
八
公
法
福
那
那
郡
郡
那
那
那
那
那
那
沖
沖
沖
沖
那
那
九
福
那
夫
沖
沖
那
北
沖
名
平
石
国
文
国
国
沖
厚
那
国
国
国
国
九
九
那

係
所
係
所
部
局
部
団
隊
地
所
局
係
校
所
局
部
部
署
署
署
地
地
所
所
都
所
台
台
吉
台
所
所
係
所
所
局
局
局
係
局
署
署
署
署
署
室
所

朴
燦
嚇
淋
鱗
一
一
篶
㍑
一
燃
燃

内
人
鵜
沖
九
那
自
陸
海
航
西
沖
運
紳
犬
沖
禦
石
、
即
平
液
郡
石
慶
富
門
門
沖
宮
石
南
久
与
郵
沖
沖
那
那
神
労
沖
那
抑
名
宮
八
沖
那
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図9沖縄開発庁，関係各省，沖縄総合事務周およぴ他の出先機
関の関係

　　◎　’〃1ト／ク1、＼。／’■1＼＼、｛‘；1、

◎・◎・◎・◎。◎。
＼ ＼
④。

＼
④・

＼ ＼
④・ ④。 ④。

’
④盟 ④鴉 ④“ ④田 ④冊

◎エ：沖縄開発庁

◎ド⑨：
　犬蔵、運輸、農水、

　通産、建設の各省に
　相当

④パ④。：

　上記5省のそれぞれ
　の県単位の出先機関

　に相当

④ゼ④冊1
　上記5省のそれぞれ

　のブロック機関に相
　当

④ゼ④砧：全体として

　沖縄総合事務局

図10　本稿まとめの4つの焦点

中央政府

出先　　　出先

　　　　　　　　　　④
①中央政府と地方政府の関係

②中央政府とその出先機関の関係

③出先機関閥相互の関係
④中央の出先機関と地方政府の関係

①　中央レペル

地方政府地方レベル

機そ県第こっ
関の単一の　の
とま位に点力
し　ま　の　’に　テ

ての出総関ゴ
は形先合し　リ
九でや事て　1
州存流務’の
管続球局沖国
区　し政は縄の
にた府　’開出
相こ時国発先
当　と代の庁機
す。かブか関
る　つ　ら　口　ら　が

が　ま　も　ツ次存
’り　と　ク　の在
九　’も機よ　す
州　沖　と　関　う　る

か縄あのなの
ら　は　つ出説で
も　ブた先明あ
遠口　もでをろ
隔　ツのあ得う
のクはりたか　　　　、　　　、　　　o　　　o

　　　　　　　　126
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地
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
沖
縄
県

に
管
区
出
先
を
置
い
た
。
第
二
に
、
総
合
事
務
局
は
、
そ
の
主
た

る
任
務
で
あ
る
振
興
開
発
に
従
事
す
る
た
め
、
振
興
開
発
に
関
係

す
る
新
設
の
部
局
、
ま
た
既
存
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
と
く
に
振

興
開
発
推
進
に
必
要
な
組
織
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
三

に
組
織
の
簡
素
化
を
目
指
し
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
上
記
二
点
を

考
慮
に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
組
織
を
つ
く
ら
ず
、
総
合
事
務

局
と
い
う
一
つ
の
組
織
に
ま
と
め
た
の
は
、
と
く
に
、
人
事
と
管

理
の
面
で
の
効
率
の
た
め
で
あ
る
。
（
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部

に
、
他
の
五
局
の
人
事
、
管
理
部
門
を
統
合
）
。

　
図
9
は
、
開
発
庁
、
関
係
各
省
、
総
合
事
務
局
、
他
の
出
先
機

関
の
関
係
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
結
論

　
以
上
、
分
権
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
中
央
と
沖
縄
の
間
の
統
治
お

よ
ぴ
行
政
の
分
権
化
の
分
析
を
行
っ
た
が
、
次
の
四
点
に
焦
点
を

あ
て
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
結
果
は
次
の
点
を
明
確
に
し
た
。
ま
ず
①

中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
内
に
◎
と

④
が
あ
り
、
昌
く
邑
昌
o
－
o
o
蓋
『
の
奪
ま
昌
邑
ま
8
巨
邑
一
N
－

筈
昌
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
体
の
事
務
の
八

○
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
機
関
委
仕
事
務
の
場
合
は
、
地
方
自

治
体
は
地
方
政
府
で
は
な
く
、
中
央
の
④
と
な
り
、
2
＜
邑
昌
艮

o
o
毛
宵
で
は
な
く
｛
①
一
晶
黒
σ
■
o
｝
o
o
妻
①
『
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
構
造
面
か
ら
の
分
析
と
機
能
面
か
ら
の
分
析
で
は
、
異
な
る

結
果
と
な
っ
た
。

　
次
に
②
中
央
と
そ
の
出
先
機
関
の
関
係
は
、
沖
縄
開
発
庁
と
沖

縄
総
合
事
務
局
の
場
合
、
ま
た
他
の
省
庁
と
そ
の
出
先
機
関
の
場

合
と
と
も
に
、
中
央
レ
ペ
ル
に
◎
が
あ
り
、
地
方
レ
ベ
ル
に
④
が

あ
る
ま
－
O
O
q
算
ざ
■
9
，
O
峯
彗
で
巨
昌
巨
O
■
9
ま
8
葦
；
旨
■
津
ぎ
目
．

で
あ
っ
た
。
分
析
の
最
大
の
収
穫
は
、
地
方
レ
ベ
ル
に
◎
が
あ
れ

ぱ
統
治
の
地
方
分
権
化
と
な
り
、
地
方
レ
ペ
ル
の
組
織
が
す
ぺ
て

④
の
場
合
は
、
行
政
の
地
方
分
権
化
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
の
出
先
機
関
相
互
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
じ
省
庁
に
属

す
る
異
な
る
出
先
機
関
の
間
の
関
係
と
、
異
な
る
省
庁
の
出
先
機

関
の
間
の
関
係
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
大
蔵
、

農
水
、
通
産
、
運
輸
の
五
省
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
内
と
独
立
し

た
も
の
と
の
二
種
類
の
出
先
を
も
っ
て
い
る
が
、
前
者
は
国
の
管

区
段
階
の
地
方
支
分
部
局
の
機
能
を
も
ち
、
後
者
は
国
税
、
税
関
、

12？
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図11沖縄開発庁一括計上予
算の構図

　　　　　予算の一括計上

　　　　　の移替え

困事業の実施

　　　1

　
↓　　　’　　　．　　　．　　　l　　　I　　　・　　　．．・．．‘．‘・．．一．．．■■■■■■　■■■■一■　　I■

　　　■　　　　　　　　　　　1　　　一　　　　　　　　　　　．　　　・　　　“　　　　　　　1㍗
向－

抑縄総合事務局の該当部局

↓

＝→直轄事業費
　・・一檎助事業費

海
上
保
安
、
動
植
物
検
疫
な
ど
、
専
門
的
、
現
業
的
な
業
務
に
従

事
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
薯
務
は
重
複
せ
ず
、
同
一
g
－

冨
彗
o
曇
ξ
に
属
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
出
先
機
関
相
互
の
関
係

は
、
自
律
的
で
あ
る
。
他
方
、
異
な
る
省
庁
の
出
先
機
関
の
間
の

関
係
は
、
中
央
官
庁
間
の
タ
テ
割
り
の
弊
害
を
反
映
す
る
こ
と
も

あ
り
得
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
④
の
中
央
の
出
先
機
関
と
地
方
政
府
と
の
関
係
は
、
と
も
に
地

方
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
が
、
σ
暮
窒
昌
冨
2

と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
。
出
先
機
関
は
④
で
あ

る
た
め
、
地
方
政
府
が
働
き
か
け
る
の
は
⑮
で
あ
る
中
央
官
庁
の

方
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
σ
昌
彗
昌
冨
ξ
と
命
令
系
統
を
中
心
に
、
中
央
と
地
方

の
間
の
統
治
、
行
政
の
分
権
化
の
分
析
を
す
す
め
て
き
た
が
、
分

権
モ
デ
ル
（
表
1
）
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
財
政
に
つ
い
て
も
簡

単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
ま
－
晶
算
－
昌
o
申
勺
o
≦
實
モ
デ
ル
の
分
析
対
象
と
な
っ
た
国
と

そ
の
出
先
機
関
の
場
合
、
出
先
機
関
の
財
源
は
本
庁
に
依
存
し
て

い
る
が
、
沖
縄
開
発
庁
の
場
合
は
、
次
の
二
点
に
注
意
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
第
一
点
は
、
沖
縄
開
発
庁
は
企
画
官
庁
で
あ
り
、
事

業
の
実
施
は
関
係
各
省
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
行

機
関
で
あ
る
沖
縄
総
合
事
務
局
の
各
部
局
に
は
関
係
各
省
か
ら
事

業
費
が
お
り
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
沖
縄
開
発
庁
は
、
振
興
開

発
の
推
進
と
調
整
と
い
う
任
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、
予
算

の
一
括
計
上
、
移
替
え
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
図
ー
ユ
は
、
沖

縄
開
発
庁
一
括
計
上
予
算
の
流
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

図
1
2
は
、
移
替
え
の
具
体
例
を
現
わ
し
て
い
る
。

　
次
に
2
く
邑
g
o
｛
尼
婁
冒
モ
デ
ル
の
分
析
対
象
と
な
っ
た
中

央
政
府
と
地
方
政
府
と
し
て
の
沖
縄
県
の
財
政
関
係
で
あ
る
が
、

昭
和
五
十
九
年
度
の
歳
入
に
占
め
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
割
合
は

　
　
　
　
　
＾
7
〕

七
〇
％
に
達
す
る
。
単
一
国
家
で
は
、
地
方
政
府
の
歳
入
に
お
け

る
国
か
ら
の
補
助
金
の
割
合
が
高
い
の
は
当
然
で
あ
る
と
す
る
説

821
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も
あ
る
が
、
地
方
政
府
の
歳
入
に
占
め
る
中
央
政
府
か
ら
の
補
助

金
の
割
合
が
、
連
邦
国
家
と
単
一
国
家
を
分
類
す
る
基
準
に
な
る

と
は
暫
言
し
が
た
い
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
は
単
一
国
家
で
あ
り

な
が
ら
カ
ナ
ダ
に
比
べ
、
中
央
政
府
か
ら
の
補
助
金
の
割
合
は
低

図12沖縄開発庁予算の計上と執行の仕組み

計　上 行

（組　織〕　｛所　管〕（会計〕

lx所管〕｛組織〕（刺 文部本省 文郡省
沖纐開発庁 ◎

厚生本省 厚生省 一
沖紬振興開発
計画調査費

◎

沖縄教育損興事糞費
農林水産本省

水産庁 農林水産省
般

総沖
沖総保健術生

一 等対策経貨
沖縄農業振興費 林野庁 会

沖総開発事業
指導監督費

◎ 運輸本省 運輸省
縄 揮発油税等財源沖縄 建設本省 建設省

般 適路整備婆業費
計

沖縄開発事業雌
適商産鉢省 通商産桑省

㍗11
航空機燃料税財源沖

理開 縄空港整傭婆棄費

農林漁紫用揮発油 国有林野事業 農林水産省

税財源身替沖縄県
会 農遺等整備琢菜費

＝
＝
＝ 港湾整備

特

発 沖縄住宅対策諸費
＝．．…。．． 運翰省

空港整備
別

沖縄治水事業工事諸費 ◎
≡二…■．’1

会
沖髄路事業工事諸費 ◎　　…’’デ111 述路整備

沖縄港湾空港整 蓮設省
計

備事業工事諸費
◎ 一’・‘

計 府庁
治 水

沖縄公園雛工事諸費 ◎

沖縄土地改良開
発事業工事諸費

鱗躍綴欝
◎

＾
8
）い

。
ま
た
ミ
ク
ロ
に
見
れ
ぱ
、
カ
ナ
ダ
連
邦
の
最
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
連
邦
加
盟
十
二
年

　
　
　
　
　
＾
9
〕

後
の
一
九
六
一
年
で
は
、
州
歳
入
の
六
五
・
八
％
を
連
邦
補
助
金

に
負
っ
て
い
る
。
地
方
政
府
の
歳
入
に
お
け
る
中
央
政
府
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
単
に
バ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
わ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
数
字
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
の
事
務
の
役
割
分
担
、
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
財
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
く
に
税
源
）
の
分
配
な
ど
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
的
な
分
析
と
比
較
に
よ
り
、
指
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
稿
の
目
的
は
、
単
一
国
家
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
邦
国
家
と
は
異
な
る
形
で
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
地
方
分
権
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

( ~~t 

◎総理府所管のままで執行

移替え
一・…・・　…・繰入れ

と
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
分

析
モ
デ
ル
を
使
っ
た
分
析
は
、
単
一

国
家
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
も
地
方

分
権
は
、
構
造
的
に
も
機
能
的
に
も

存
在
し
、
分
権
に
は
統
治
の
地
方
分

権
と
行
政
の
地
方
分
権
が
あ
る
こ
と
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を
経
験
的
に
証
明
し
た
。

　
今
回
の
分
析
は
、
連
邦
制
度
／
単
一
制
度
の
暗
黙
の
比
較
の
文

脈
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
央
政
府
自
身
の
凝
集
性

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ぱ
、
連
邦
国
家
で
は
密
、
単
一
国
家
で
は

疎
と
い
う
面
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
連

邦
国
家
で
は
、
地
方
政
府
（
連
邦
構
成
政
府
）
に
対
し
、
常
に
勢

カ
均
衡
を
模
索
し
て
い
る
た
め
、
中
央
政
府
は
一
枚
岩
的
に
高
い

凝
集
性
を
示
す
。
他
方
、
単
一
国
家
で
は
、
地
方
政
府
か
ら
の
脅

威
は
構
造
的
で
は
な
い
た
め
か
、
中
央
政
府
の
管
轄
の
分
割
が
よ

り
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
沖
縄
と
中
央
と
い
う
事
例
を
扱
っ
た
が
、
将
来
は
い

く
つ
か
の
事
例
研
究
を
重
ね
、
そ
の
上
で
マ
ク
ロ
な
視
点
に
た
っ

た
日
本
に
お
け
る
地
方
分
権
の
研
究
、
ま
た
単
一
国
家
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
と
日
本
の
地
方
分
権
の
比
較
研
究
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

（
1
）

　
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
墨
饒
O
目
阜
望
算
而
二
0
8
－
一
カ
ナ
ダ
で

H
。
ま
、
具
雫
O
く
巨
O
邑
一
昌
冒
一
〇
一
電
F
目
本
で
は
国
、
都
道
府
県
、

　
市
町
村
と
国
に
よ
り
呼
ぴ
名
は
異
な
る
。

（
2
）
ぎ
U
l
O
言
冨
8
斥
1
9
ミ
ミ
昌
き
雨
ミ
ミ
§
§
一
婁
一
F

　
室
自
g
凹
、
一
竃
旦
ミ
ヲ
津
昌
＝
旨
’
筍
N
〇
一
之
o
隻
岸
弓
7
i
1
＝
十

（
3
）
　
き
ミ
j
℃
？
－
宝
l
H
ミ
．

（
4
）
　
こ
の
分
権
モ
デ
ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
カ
ナ
ダ
連
邦

　
制
の
政
治
分
析
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
　
一
九
八
五
年
、
二
十
八
員
を

　
参
照
。

（
5
）
　
『
沖
綱
開
発
庁
設
置
法
』
、
第
二
条
、
第
三
条
。

（
6
）
　
同
、
第
七
条
。

（
ア
）
　
そ
の
主
た
る
内
訳
は
、
国
庫
支
出
金
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方

　
交
付
税
二
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
8
）
O
。
自
笹
串
二
・
＞
岬
豪
具
、
↓
彗
ぎ
・
邑
曇
豪
寧
自
o
ξ
一
－

　
串
＝
｛
一
－
）
g
昌
F
轟
＝
墨
□
一
0
b
；
；
何
　
冬
o
旦
o
；
　
ω
冒
冨
、
一
、
o
§
§
ミ

吻
ミ
貧
き
一
・
～
N
．
ξ
二
’
－
ξ
O
ら
一
・
二
〇
－
。
。
N
1

（
9
）
　
沖
劔
県
の
歳
入
に
関
し
て
、
現
在
入
手
可
能
な
最
新
統
計
は
昭

　
和
五
十
九
年
度
の
も
の
で
、
こ
れ
は
沖
縄
返
還
十
二
年
目
に
粕
当
す

　
る
。
従
っ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
場
合
も
、
カ
ナ
ダ
連
邦

　
加
朋
皿
十
二
年
後
の
一
九
六
一
年
の
統
計
を
比
鮫
の
た
め
用
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
波
大
学
専
佳
講
師
）
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